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 [授業の概要・目的]
簡単な読みもの・作文、やさしい会話、ビデオ教材の使用などを通して、ドイツ語を話す人々の文
化や思考法を知ることを目的とする。外国語や異文化について学ぶことは、相手の立場に立つ手段
を得ることであり、また母語や自国の文化への理解を深めることにも通じる。使いこなせる言語の
数が増えれば、自分自身の世界も広がる。外国語を習得するためには、文法や語彙を学び、実際に
それらを使って表現してみる必要がある。この授業では、特に「話す」、「聞く」力に重点を置き、
ペア練習、グループ練習、個人指導により、楽しんで文法を学べるように配慮する。また、５分か
ら１０分程度の音楽や映像を用いて文化紹介の時間も設ける。

 [到達目標]
・簡単なドイツ語のテキストが、辞書を引きながら読めるようになることを目標とする。
・習得した文法の知識を活用して単文レベルの簡単な会話ができるようになることを目指す。
・書き言葉においても話し言葉においてもドイツ語の実践的なコミュニケーション能力を高める。
・文化の多様性について学び、自己や他者を理解する力を身につける。

 [授業計画と内容]
この授業で使用する教科書は全13課から成り立っている。教科書配列に従って、後期は第７課から
第１２課までを扱う。
１．第７課：交通（分離動詞・非分離動詞）
２．第８課：予定・計画（話法の助動詞）
３．第９課：学校（再帰表現・従属接続詞・zu-不定詞）
４．第１０課：過去のできごと（現在完了形・過去形）
５．第１１課：祝祭（形容詞：比較変化も含む）
６．第１２課：自然・心身（関係代名詞・指示代名詞）

各項目について1～2回の授業で取り組む予定である。授業はフィードバック日を含み15回行う。

発音練習や会話練習を行い、それを通じてドイツ語のリズムを身につけることをめざす。小テスト
などによって、語形変化の基礎を身につける。授業前半では教科書や補助教材を使用して文法の解
説を行い、後半では教科書や独自教材を使用して会話練習等を行う。その他にも文化紹介の時間を
設けて、5分から10分程度の音楽や映像を提示する予定である。

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。
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 [成績評価の方法・観点]
学期末試験（筆記試験と口述試験：60％）、模擬試験（20％）、練習問題・会話練習・読解練習・
小テストなどの平常点（20％）に基づくものとする。
※理由のない欠席や遅刻は減点対象とする（状況に応じて減点対象としない）。
※欠席する場合には必ず事前に連絡すること。

 [教科書]
菅利恵・大喜祐太・大河内朋子・井口靖・鶴田涼子・バルトロメ・セバスティアン・稲葉瑛志・籠
碧 『ドライクラング』（郁文堂）ISBN:9784261012736
文法説明や会話練習用のプリントを補助教材として配付する。またオンデマンド教材も提供するの
で、予習・復習に役立ててもらいたい。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業で学んだ表現は何度も使用するので、普段から音読の練習をしておくこと（音声ファイルを配
信する予定）。講義資料は電子ファイルでも配布するので、自習（予習・復習）に役立ててもらい
たい。授業期間中にも適宜指示を出す予定。

 [その他（オフィスアワー等）]
KULASISからの講義連絡は見落とさないように留意してもらいたい。


